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夏の虫刺され 
 

 

 
＜う〜〜〜，かゆい！＞ 

夏には蚊，ハチ，アブなどが，ブーンブンブンと飛び廻り，ぽち

ゃぽちゃしておいしそうな子どもを狙って，チクッ，チク，ブチ

ュ，ブチと刺しまくります． 

 

刺された皮膚は，真っ赤に腫れて，痒くてたまりません．1 カ

所ならまだしも，何カ所も刺されると，もう痒くてたまらずに，不

愉快で仕方がありません． 

 

刺された部位以外にも，アレルギ−反応のために蕁麻疹（じん

ましん）が起きて，また痒くてしょうがない，痒い，痒い，眠れ

ない，なんとかしてくれ！！てなことになってしまいますね． 

 

 

 

 

 

＜治療＞ 

1.外用薬 

刺された部位に，ステロイド含有軟膏（オイラックス H，プロパ

デルム，レスタミンコーチゾン，スピラゾン，など）を塗ります． 

 
 

 
2.内服薬 

かゆみや腫れがある場合には，抗ヒスタミン剤（ポララミン，テ

ルギン G など）や抗アレルギ−剤（ザジテン，ケトテン，ジキリ

オン，セルテクトなど）を服用します． 

 

刺されるたびに赤く腫れてどうしようもない場合には，夏の間

（6-9 月くらい）の虫の多い季節に限って，内服薬を続ける場

合もあります．抗ヒスタミン剤や抗アレルギ−剤を服用してい

ると，刺されてもそんなには腫れません． 

 

 

 
3.掻き壊し 

痒い，痒いと掻いていると，皮膚が壊れてしまい，そこから細

菌が侵入して，飛び火になります．刺し口はポビドンヨード液

（イソジン，ネオヨジンなど）で消毒しましょう． 

 




